
市の玄関口、野々市駅前広場が完成
第32回野々市じょんからの里マラソン大会
〔トピックス〕石川県立大学へ見学に行こう！

あなたの行動がまちを元気にします
市民協働推進指針の策定に向けて
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市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
把
握
す
る

市
職
員
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

自
主
的
に
市
と 

一 

緒
に
事
業
を
行
う

提
案
型
協
働
事
業
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

まちづくりについて気軽な気持ちで話し合う

のっティワールドカフェ

時間は 10分。熱意を込めてアピール

各自の意見を掌握し全体としての意思疎通を図ります◀各グループ楽しみながら話が出来ました

【
当
面
の
２
つ
の
目
標
】

市
民
協
働
推
進
指
針
の
策
定
（
平
成
25
年
度
）

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
策
定
（
平
成
26
年
度
）

　「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識
改

革
が
必
要
で
す
。
職
員
の
協
働
に
対

す
る
理
解
を
高
め
る
た
め
、
市
民
会

議
の
設
置
に
先
が
け
て
、
今
年
１
月

に
公
募
職
員
15
人
に
よ
る
市
民
協
働

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
ま

し
た
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
現
在
ま
で
に
計

８
回
開
催
し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、「
協
働

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
」「
予
想
さ
れ
る

問
題
点
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

市
民
協
働
の
制
度
お
よ
び
仕
組
み
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　「
市
民
協
働
推
進
指
針
」
の
策
定

で
は
市
民
会
議
を
支
援
し
、
連
携
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
策
定
に
向

け
て
も
、
市
民
と
連
携
し
て
調
査
や

研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
る
能
力
を
養
い
、
こ
れ
か

ら
の
市
制
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
職
員
の
育
成
も
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
８
月
に
市
民
団
体
な
ど
か
ら
協
働

事
業
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
７
件
の
事

業
提
案
が
あ
り
、
一
次
審
査
で
６
件

に
絞
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

９
月
23
日
㈪
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ

ア
で
行
わ
れ
た
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

市
民
と
と
も
に
創
る 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く
、魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、行
動
す
る「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」。市
で
は
、今
年
３

月
に『
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
』（
以
下
、市
民
会
議
）を
設
置
。毎
月
１
回
の
会
議
で
今
年
度
中
に
市
民
協
働
推
進
指
針
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
５
件
が
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
各
事

業
に
は
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

今
年
度
内
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

■「
の
の
い
ち
元
気
家
族
３
か
条
」

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

「
の
の
い
ち
元
気
家
族
３
か
条
」

啓
発
お
よ
び
活
用

■Spending N
onoichi

Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
市
民
協
働
の
新
し

い
形“Spending N

onoichi”

■
市
民
劇
団
「
劇
団nono

」

野
々
市
の
民
話
を
活
用
し
た
市
内

各
所
で
の
民
話
劇

■
北
国
街
道
野
々
市
の
市
実
行
委
員
会

第
３
回
「
北
国
街
道
野
々
市
の
市
」

■
あ
や
め
会

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ

２
次
審
査
《
採
択
団
体

・
提
案
内
容
》
５
団
体

　情報交流館カメリアで９月23日㈪、まちづくりについてカフェに
いるような雰囲気で気軽に話し合い、交流するイベント「のっティワールドカフェ」が開
催されました。今回は、「ぶっちゃけ野々市　みんなの話を聴いてみよう！話してみよう！」
がテーマ。市民と近隣市町から集まった約 50 人の参加者は、３つの問いごとに４、５人

ずつメンバーを交替して、野々市について意見交
換をしました。
　最終の問い「未来の野々市のために私たちが出
来そうなことは？」では、一人一人がふせんに自
分の想いを書いて、４つの “のっティ模造紙” に
貼り付けて意思表示をしました。

市
民
協
働
を
進
め
る

中
心
母
体
に
！

　
今
年
３
月
、
公
募
に
よ
る
８
人
と

市
内
各
種
団
体
か
ら
12
人
の
計
20
人

と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
人
で
構
成
し
た

市
民
会
議
を
発
足
し
、
現
在
ま
で
に

計
８
回
の
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　「
市
民
協
働
っ
て
ど
ん
な
こ
と
」、

「
市
の
強
み
・
弱
み
」
な
ど
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
各
自
の
考
え
や
想
い
を
出

し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
を
交

換
し
、
そ
の
結
果
を
模
造
紙
に
ま
と

め
発
表
し
合
い
な
が
ら
、
共
通
の
理

解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
第
６
回
市
民
会
議
で
は
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
安
嶋
是
晴
氏
（
金
沢
大
学

助
教
・
本
町
２
在
住
）
か
ら
「
こ
の

会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
協
働
を
学
ん
で

活
動
し
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」

と
の
提
起
が
あ
り
、「
地
域
資
源
を
活

か
し
、
担
い
手
と
し
て
育
っ
て
欲
し

い
」
と
改
め
て
の
期
待
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
当
面
の
目
標
は
、
市
民
協
働

推
進
指
針
の
策
定
で
す
が
、
そ
の
後

も
指
針
の
普
及
や
協
働
事
業
の
評
価

な
ど
を
行
い
、
市
民
協
働
を
進
め
る

中
心
母
体
と
し
て
継
続
し
た
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第６回市民協働のまちづくり市民会議（8月27日）

協働のまちづくりへの理解を深めました

・多くの人と話す機会があって良かったが、時間が短かった（20代女）
・野々市以外の人と、いろいろな視点で話せて楽しかった（30代女）
・ここでの成果を協働の取り組みへつなげる工夫をぜひしてもらいたい（40代男）
・いろいろ出た意見を具体的に市政やイベントに反映させて欲しい（40代女）
・野々市の将来というと、なかなかイメージしにくいところがありました（50代男）
・若い人との話し合いが楽しかった（60代男）
・ブレーンストーミング形式でさまざまな意見が聞けてよかった（70代男）

参加者の声
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中林粟田

粟田

式典（くす玉割り）

高架下の駐輪場（445台を収容可能）

南口駐車場
（30分以内無料）

シェルター付きのバス乗降場

歴史と伝統、力強さと情熱を肌で感じる！
　～ 10 月 13 日㈰、本町野菜神輿、粟田獅子舞、中林獅子舞～

わ
っ
し
ょ
い

　
　
　
わ
っ
し
ょ
い

市
の
玄
関
口
、
野
々
市
駅
前
広
場
が
完
成

広々とした多目的広場

　
平
成
27
年
春
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、
憩
い
・
交
流
・
広
場

空
間
の
創
出
と
ま
ち
の
顔
づ
く
り
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
南
口
広
場

を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。　

昨
年
夏
か
ら
本
格
的
な
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
前
広
場
が

完
成
し
、
10
月
1
日
㈫
か
ら
供
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
、
バ
ス

停
シ
ェ
ル
タ
ー
、
有
料
駐
車
場
、
自
転

車
駐
車
場
、
多
目
的
広
場
な
ど
を
整
備

し
、
昨
年
４
月
に
開
業
し
た
新
駅
舎
も

含
め
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
周
辺

環
境
と
調
和
し
た
景
観
が
整
い
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
㈮
に
は
、
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅

前
で
駅
前
広
場
完
成
式
典
が
開
催
さ
れ
、

谷
本
知
事
ら
関
係
者
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
粟
市
長
は
「
広
場
は
、

訪
れ
る
人
々
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
な

る
。
野
々
市
駅
と
共
に
市
の
新
し
い
玄

関
口
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
今
後

は
、
多
く
の
市
民
に
ま
す
ま
す
利
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。　

　

式
典
後
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

あ
す
な
ろ
保
育
園
児
た
ち
と
一
緒
の
く

す
玉
割
り
を
行
う
な
ど
で
、
完
成
を
喜

び
ま
し
た
。

　

来
年
春
に
は
、
こ
の
広
場
に
隣
接
し

て
「（
仮
称
）
野
々
市
北
交
番
」
が
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
北
口
プ
ラ

ザ
階
段
部
分
や
照
明
な
ど
の
改
修
は
、

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
布
市
神
社
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ
て

豊
年
野
菜
神
輿
保
存
会
が
野
菜
み
こ

し
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　
明
治
の
初
め
、
天
災
と
病
害
虫
の

た
め
農
作
物
が
大
被
害
を
受
け
た
こ

と
を
受
け
、農
民
有
志
が
「
み
こ
し
」

を
造
り
、
氏う

じ
神が
み
様
に
献
上
し
て
五
穀

豊
穣
を
お
願
い
し
、
工
夫
し
て
出
来

た
の
が
現
在
の
「
豊
年
み
こ
し
」
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
装
飾
に
は
、

全
国
的
に
珍
し
く
大
根
、
レ
ン
コ

ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど

の
野
菜
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
最
上

部
に
は
大
き
な
鳳ほ

う
凰お
う
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
制
作
期
間
は
約
14
日
間
。
こ
の
日

の
た
め
に
若
連
中
が
精
魂
込
め
て
作

り
上
げ
て
き
た
野
菜
神
輿
が
「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
の
掛
け
声

と
と
も
に
天
高
く
差
し
上
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
27
年
間
途
絶
え
て
い

た
獅
子
舞
は
、
地
元
の
豊
田
日
吉
神
社
が

昭
和
52
年
に
改
築
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
復
活
。獅
子
舞
は
、1
年
お
き
に
行
わ
れ
、

粟
田
の
町
内
を
回
っ
て
い
ま
す
。
獅
子
殺

し
の
剣
舞
を
演
じ
る
『
棒
振
り
』
の
種
類

も
多
く
、
太
鼓
や
三
味
線
の
お
囃
子
に
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
23
年
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
棒
振
り
』
は
、
地
元

で
剣
術
の
道
場
を
開
い
た
西
村
清
太
郎
さ

ん
が
教
え
て
い
た
と
の
こ
と
。
毎
年
、
中

林
集
落
内
に
あ
る
清
太
郎
さ
ん
の
記
念
碑

の
前
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
林
に
は
、
獅
子
舞
の
日
に
は
必
ず

雨
が
降
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
そ
う
で
す

が
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

粟
田
獅
子
舞

　

中
林
獅
子
舞

　

本
町
野
菜
神
輿
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平
成
25
年
第
３
回
市
議
会　

９
月
定
例
会

議
会
だ
よ
り

野
々
市
市
街
地
の
再
開
発
計
画

Q
県
立
養
護
学
校
跡
地
の
来
年
度
中
の

取
得
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
意
義

が
あ
る
。
貴
重
な
土
地
な
の
で
用
途
に
つ

い
て
は
慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

同
時
に
示
さ
れ
た
旧
役
場
周
辺
公
共
施
設

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
概
要
は
。
そ
し
て

そ
の
整
備
期
間
は
。
ま
た
本
町
地
区
の
災

害
時
避
難
場
所
と
し
て
の
公
園
整
備
や
公

衆
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
も
街
づ
く
り
に
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ⓐ
具
体
的
な
概
要
は
年
内
を
目
途
に
構

想
を
示
せ
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。
旧
役
場
周
辺
の
整
備
は
、
旧
北

国
街
道
の
活
用
も
踏
ま
え
歴
史
と
文
化
、

出
会
い
と
交
流
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
と
し
て
ト
イ
レ
を
含
め
た
施
設
の
配

置
を
考
え
て
い
き
た
い
。
財
源
は
、
国
の

補
助
や
交
付
金
の
活
用
を
考
え
て
お
り
、

そ
の
見
通
し
が
立
て
ば
５
年
の
期
間
で
整

備
を
考
え
て
い
る
。

野
々
市
市
の
物
産
、
名
産
物

Q
当
市
に
は
４
つ
の
銘
菓
、
５
つ
の
特

産
品
、
２
つ
の
特
産
物
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
野
々
市
市
を
代
表
す
る
立
派
な
物

品
で
は
あ
る
が
市
民
に
対
す
る
認
知
度
が

い
ま
一
つ
の
感
が
あ
る
。
市
制
移
行
を
機

会
に
新
た
に
市
民
に
よ
る
発
掘
を
提
案
し

た
い
。
選
考
に
つ
い
て
は
産
業
振
興
課
と

市
民
協
働
課
が
中
心
と
な
り
、
今
話
題
の

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
を
駆
使
し
て
幅
広
く

意
見
を
求
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ⓐ
す
で
に
市
民
団
体
に
よ
る
洋
菓
子
な

ど
の
選
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
活
動
が
新
た
な
特
産
品
認
定
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
昨
年
度
は
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
も
新
た
な
特
産
品

と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
売
れ
行
き
が
好
調

Q
人
工
内
耳
の
買
い
替
え
に
際
し
て
、

金
沢
市
や
小
松
市
は
助
成
を
し
て
い

る
。
本
市
で
も
助
成
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

Ⓐ
成
長
に
伴
う
買
い
替
え
な
ど
健
康
保

険
の
適
用
が
な
い
場
合
に
、
本
人
や

保
護
者
に
対
し
市
独
自
で
助
成
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

人
工
内
耳
用
電
池
の
助
成

Q
全
国
で
多
く
の
自
治
体
が
、
人
工
内

耳
用
電
池
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て

市
政
全
般
に
わ
た
り
６
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
発
言
順
）

一 

般 

質 

問野
々
市
市
街
地
の
再
開
発
と
名
産
物
の
発
掘

早
川
　
彰
一
　
議
員

人
工
内
耳
の
買
い
替
え
の
費
用
を
助
成
せ
よ

西
本
　
政
之
　
議
員

野々市市議会では議会映像配信（録画）
を行っています。
詳しくは

野々市市議会映像 検索

と
聞
い
て
い
る
。
本
市
で
は
、
今
年
度
か

ら
実
施
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

後
押
し
す
る
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に

期
待
を
し
た
い
。

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
助
成
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ⓐ
補
聴
器
は
本
体
が
補
助
の
対
象
で
、

電
池
は
対
象
と
し
て
い
な
い
な
ど
、

電
池
へ
の
補
助
は
人
工
内
耳
を
装
用
し
て

い
る
方
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、
ま

ず
は
買
い
替
え
に
対
す
る
助
成
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

野
々
市
市
の
道
路
渋
滞
対
策

Q
本
市
の
交
通
量
調
査
と
道
路
状
況
調

査
の
実
態
を
問
う
。

上
林
・
堀
内
線
の
安
全
対
策

Q
先
の
質
問
で
は
、
県
立
大
学
周
辺
整

備
事
業
に
合
わ
せ
て
取
り
組
み
た

い
。
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人

Q
国
土
交
通
省
は
、
公
共
工
事
の
予
定

価
格
の
積
算
に
用
い
ら
れ
る
建
設
労

働
者
の
労
務
単
価
を
全
国
平
均
15
・
１
％

引
き
上
げ
た
。
引
き
上
げ
理
由
は
。

Ⓐ
近
年
の
公
共
事
業
の
大
幅
な
減
少
に

伴
い
、
建
設
業
界
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
て
お
り
、技
能
労
働
者
の
確
保
の
た
め
、

今
回
の
大
幅
な
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に

と
自
転
車
、
そ
の
上
、
大
型
車
ま
で
も
行

き
通
う
現
状
は
、
危
険
で
、
見
て
は
い
ら

れ
な
い
。
一
日
も
早
い
安
全
確
保
が
必
要

で
あ
る
。
工
事
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
ま

た
、
工
程
的
に
い
つ
に
な
る
の
か
。

至
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

Q
事
業
発
注
者
と
し
て
の
市
の
対
応
が

問
わ
れ
て
い
る
。
賃
金
引
き
上
げ
が

下
請
け
労
働
者
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
か
調

査
・
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
本
市
と
し
て
は
、
労
働
者
へ
の
適
正

な
賃
金
支
払
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
適

正
な
積
算
を
実
施
し
、
不
正
な
工
事
受
注

Ⓐ
平
成
27
年
９
月
を
想
定
し
て
い
る
中

林
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
組
合

設
立
認
可
ま
で
に
、
県
立
明
和
特
別
支
援

学
校
の
県
道
交
差
点
か
ら
加
賀
産
業
道
路

ま
で
を
都
市
計
画
道
路
と
し
て
新
た
に
位

置
づ
け
、
拡
幅
す
る
計
画
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
の
整
備
計
画
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
下
林

の
交
差
点
付
近
か
ら
加
賀
産
業
道
路
ま
で

の
全
線
が
早
期
に
着
工
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

Q
一
日
も
早
い
安
全
確
保
の
た
め
に
、

県
道
に
格
上
げ
す
る
こ
と
で
、
早
い

対
応
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
が
い
か

が
か
。

Ⓐ
県
道
へ
の
格
上
げ
は
、
こ
れ
ま
で
も

県
へ
要
望
や
協
議
を
行
っ
て
き
た

が
、
道
路
法
に
よ
る
認
定
要
件
な
ど
か
ら

本
路
線
の
県
道
格
上
げ
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
の
運
営
に
つ
い
て

Q
保
育
園
は
、
多
く
は
民
間
に
移
行
さ

れ
、
保
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ
、

こ
の
程
、
５
億
余
り
の
補
正
が
計
上
さ

れ
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
幼
稚
園

２
園
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
と
比
べ
て

も
、
充
分
な
補
助
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

Ⓐ
本
市
の
区
域
内
に
あ
る
私
立
幼
稚
園

に
対
し
、
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
、
２
園
で
約
２
０
０
万

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
市
町
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
保
育
や
幼
稚

園
に
対
す
る
環
境
、
状
況
が
違
う
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

ぬ
く
も
り
の
あ
る
街
づ
く
り   

尾
西
　
雅
代
　
議
員

建
設
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
を 岩

見
　
　
博
　
議
員

Ⓐ
交
通
量
調
査
は
平
成
22
年
に
市
内
主

要
路
線
38
路
線
、
53
カ
所
に
お
い

て
、
車
両
数
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
道

路
状
況
調
査
は
毎
年
整
備
し
て
い
る
道
路

台
帳
か
ら
整
備
状
況
が
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
、
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q
交
通
量
調
査
の
頻
度
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
。

Ⓐ
市
内
全
体
の
交
通
状
況
を
把
握
す
る

関
係
上
、
県
道
や
国
道
の
調
査
時
期

に
あ
わ
せ
従
来
通
り
５
年
ご
と
の
調
査
が

好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
本
町
・
新
庄
線
の
具
体
的
な
渋
滞
解

消
の
方
策
を
問
う
。

Ⓐ
改
良
工
事
に
よ
る
４
車
線
化
は
、
沿

道
の
土
地
利
用
や
混
雑
度
合
か
ら
現

状
で
は
難
し
い
。
信
号
機
の
時
間
調
整
に

つ
い
て
も
以
前
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
れ
以
上
は
困
難
で
あ
る
。
混
雑
時
に

は
ほ
か
の
路
線
に
迂
回
す
る
な
ど
お
願
い

し
た
い
。

民
生
委
員
に
つ
い
て

Q
後
継
者
不
足
を
解
消
す
る
方
策
は
あ

る
か
。

Ⓐ
地
域
に
根
差
し
た
民
生
委
員
、
児
童

委
員
の
活
動
の
た
め
に
も
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
内
会
、
市
が
今
後
よ
り
一

層
連
携
協
力
し
、人
材
確
保
に
努
め
た
い
。

Q
本
市
の
定
数
は
94
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
加
賀
市
の
１
９
７
人
に
比
べ
て

少
な
す
ぎ
る
。
定
数
増
を
県
に
要
請
し
て

は
い
か
が
か
。

Ⓐ
改
選
が
あ
る
３
年
ご
と
に
民
生
委
員

の
方
々
と
協
議
を
し
、
増
員
が
必
要

で
あ
れ
ば
県
へ
要
望
し
て
お
り
、
本
年
12

月
１
日
か
ら
は
97
人
の
定
数
と
な
る
。
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な
ど
を
排
除
し
、
今
後
も
適
正
な
契
約
が

行
わ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
き
た

い
。Q

設
置
さ
れ
る
市
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
は
、
母
親
の
働
き
方
の
違
い
に

よ
る
保
育
の
必
要
性
と
保
育
時
間
の
認
定

基
準
な
ど
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。市
は
、

少
な
く
と
も
現
行
の
水
準
を
引
き
下
げ
な

い
よ
う
求
め
る
。

Ⓐ
具
体
的
な
国
の
指
針
は
、
現
在
国
の

基
準
検
討
部
会
で
議
論
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
議
論
が

進
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Q
会
議
の
委
員
選
考
は
、
名
誉
職
的
選

考
を
排
除
し
、
保
護
者
や
学
校
、
保

育
所
や
学
童
保
育
の
労
働
者
な
ど
、
幅
広

い
声
が
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ⓐ
委
員
の
選
考
は
、
学
識
経
験
者
を
初

め
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
20

名
以
内
の
委
員
構
成
を
考
え
て
い
る
。
現

場
の
声
や
専
門
知
識
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
の
子
ど
も
や
子
育
て
の
実
情
を

十
分
に
踏
ま
え
て
審
議
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

Q
会
議
の
運
営
で
も
、
保
護
者
や
現
場

の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
出
さ
れ
た
意

見
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
尊
重
す
る
会
議

に
な
る
こ
と
を
保
障
せ
よ
。

Ⓐ
会
議
で
は
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

を
尊
重
し
、
保
育
行
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
市
営
墓
地
の
増
設
計
画
が
あ
る
が
、

供
用
開
始
時
期
を
早
め
よ
。

Ⓐ
墓
地
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
新
市
街

地
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
部
分
的
な

使
用
開
始
も
考
え
な
が
ら
な
る
べ
く
早
期

に
完
成
さ
せ
た
い
。

Q
現
在
の
市
営
墓
地
の
空
き
区
画
状
況

と
募
集
計
画
、再
整
備
計
画
を
示
せ
。

Ⓐ
若
松
地
内
に
あ
る
本
市
の
市
営
墓
地

88
区
画
の
う
ち
現
在
使
用
さ
れ
て
い

な
い
７
区
画
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
募
集

し
た
い
。現
在
の
若
松
墓
地
は
市
営
墓
地
、

町
内
会
の
墓
地
や
民
間
墓
地
な
ど
が
混
在

す
る
管
理
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
一
体
と

し
た
整
備
は
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

Q
就
学
援
助
の
新
入
学
用
品
費
の
支
給

を
３
月
に
な
ら
な
い
か
。

Ⓐ
前
年
の
税
の
申
告
所
得
を
も
と
に
支

給
の
可
否
を
判
断
す
る
方
法
が
最
も

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
７
月
に

可
否
決
定
、
８
月
に
通
知
、
支
給
と
い
う

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

Q
市
内
に
墓
地
の
建
設
を
要
望
す
る
声

が
あ
る
半
面
、
白
山
市
営
墓
地
が
、

住
環
境
整
備
に
つ
い
て  

辻
　
　
信
行
　
議
員

墓
地
建
設
検
討
委
員
会
の
設
置
を
提
案  

大
東
　
和
美
　
議
員

　９月定例会議決結果
　補正予算など議案１３件、議会議案３件が原案どおり可決、認定、同意されました。

件　　　　　　　　名 議決結果
西
本
政
之

中
村
義
彦

杉
林
　
敏

金
村
哲
夫

辻
　
信
行

川
　
哲
郎

早
川
彰
一

尾
西
雅
代

平
野
政
昭

土
田
友
雄

西
田
治
夫

大
東
和
美

村
本
道
治

田
中
昭
一

北
村
成
人

岩
見
　
博

議
　
　
　
　
　
　
案

平成 25 年度野々市市一般会計補正予算（第２号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 25 年度野々市市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 24 年度野々市市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 24 年度野々市市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 24 年度野々市市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 24 年度野々市市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 24 年度野々市市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 24 年度野々市市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 24 年度野々市市水道事業会計決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野々市市後期高齢者医療に関する条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野々市市子ども・子育て会議条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野々市市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野々市市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
議
案

「地方税財源の充実確保」を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

手話言語法制定を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療制度の名称変更を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○＝賛成、×＝反対　　　※議長（平野　政昭）は採決に加わりません。

市
外
つ
ま
り
野
々
市
市
民
も
購
入
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
野
々
市
に
墓
地
を
作
る

事
に
疑
問
の
声
が
あ
る
が
、
市
長
の
考
え

は
。Ⓐ

本
市
が
つ
い
の
住
み
か
と
な
る
に
は

墓
地
が
必
要
不
可
欠
で
、
総
合
計
画

の
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

Q
地
域
の
墓
地
の
使
用
状
況
は
。

Ⓐ
本
市
で
行
っ
た
平
成
18
年
の
調
査
で

は
旧
集
落
の
墓
地
に
お
け
る
空
き
区

画
は
な
か
っ
た
。

Q
３
０
０
０
基
を
計
画
と
し
た
根
拠

は
。

Ⓐ
算
出
根
拠
は
国
勢
調
査
に
お
け
る
世

帯
数
に
持
ち
家
率
を
か
け
、
そ
の
半

数
の
約
５
０
０
０
区
画
が
本
市
全
体
で
の

必
要
数
と
考
え
た
。
現
在
市
内
に
あ
る
す

べ
て
の
墓
地
の
合
計
は
２
０
０
０
区
画
な

の
で
、
残
り
３
０
０
０
区
画
を
整
備
し
た

い
。Q

墓
地
建
設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

反
対
の
人
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

墓
地
の
公
園
化
な
ど
景
色
に
も
配
慮
し
て

は
。Ⓐ

こ
れ
ま
で
も
重
要
な
施
設
を
建
設
す

る
際
に
計
画
の
段
階
か
ら
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
お

り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

Q
建
設
ま
で
に
10
年
ほ
ど
か
か
る
と
す

れ
ば
、
そ
の
間
に
墓
地
が
必
要
な
人

に
近
隣
市
町
の
情
報
の
提
供
を
し
て
ほ
し

い
。Ⓐ

今
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
他
市
町

の
墓
地
情
報
の
問
い
合
わ
せ
に
は
答

え
て
い
き
た
い
。

Q
売
り
出
し
に
関
し
て
は
、
土
地
区
画

整
理
組
合
に
な
る
の
か
、
市
営
に
な

る
の
か
、
そ
の
場
合
の
売
り
出
し
価
格
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

Ⓐ
墓
地
を
整
備
す
る
土
地
は
、
本
市
が

取
得
す
る
も
の
な
の
で
区
画
整
理
組

合
に
任
せ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
市
営

墓
地
は
分
譲
す
る
も
の
で
は
な
く
区
画
を

お
貸
し
す
る
も
の
で
あ
る
。
整
備
計
画
に

着
手
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
使
用
料
を
決

め
る
段
階
で
は
な
い
。

Q
墓
地
建
設
に
つ
い
て
現
状
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ⓐ
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
が
平
成

27
年
９
月
を
予
定
し
て
お
り
、
墓
地

建
設
の
協
議
を
設
立
準
備
委
員
会
と
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
シ
ル
バ
ー
入
浴
を
広
域
で
復
活
し
て

は
ど
う
か
。

Ⓐ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
椿
荘
で
は
、
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活

動
や
入
浴
を
通
じ
で
多
く
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
も

生
き
が
い
を
持
っ
て
元
気
で
楽
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

Q
貧
困
と
社
会
的
排
除
を
緩
和
す
る
対

策
は
。

Ⓐ
昨
年
策
定
し
た
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
実
践
に
努
め
、

地
域
の
民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
た
い
。

Q「
の
の
い
ち
歴
史
探
訪
」
を
も
っ
と
市

民
に
知
ら
せ「
健
康
の
み
ち
」を
の
っ

テ
ィ
バ
ス
と
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
の
連

携
で
東
西
南
北
い
ろ
ん
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
繋
い
で
活
用
し
た
歴
史
探
訪
は
、

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

Ⓐ「
の
の
い
ち
歴
史
探
訪
」
を
利
用
し

た
文
化
財
を
め
ぐ
る
歴
史
モ
デ
ル

コ
ー
ス
を
今
後
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
そ

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
上
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
あ
る
場
合
は
表
示
を
す
る
な
ど

工
夫
し
、
連
携
を
図
り
た
い
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

Q
防
災
の
認
識
を
強
め
る
た
め
、
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
や
市
内
全
域
を
対
象
に

し
た
避
難
訓
練
を
行
な
い
避
難
所
に
避
難

す
る
人
数
と
世
代
別
の
集
計
を
行
な
う
事

に
よ
り
、
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
人
は
避
難

場
所
ま
で
の
実
際
の
所
要
時
間
が
わ
か

り
、
各
町
内
会
、
自
主
防
災
会
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
避
難
訓
練
が
で

き
、
地
域
の
絆
と
防
災
力
を
高
め
る
事
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
来
年
以
降
の
防
災
訓
練
は
、
拠
点
避

難
所
ご
と
の
避
難
訓
練
や
避
難
所
開

設
訓
練
な
ど
内
容
を
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
つ
い

て
も
、
こ
の
防
災
訓
練
に
あ
わ
せ
た
実
施

を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
計
画
を
練
っ
て

い
き
た
い
。

県
立
養
護
学
校
跡
地
に
つ
い
て

Q
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
い
ろ
ん
な
活

用
方
法
を
述
べ
て
い
る
市
長
は
、
具

体
的
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

Ⓐ
県
立
養
護
学
校
跡
地
周
辺
に
は
、
文

化
会
館
が
立
地
し
て
お
り
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
通
り
こ
の
地

区
を
本
市
の
文
化
拠
点
地
区
と
し
て
位
置

づ
け
、
文
化
会
館
と
一
体
的
な
活
用
が
で

き
る
よ
う
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
ま
た
立
派
な
樹
木
も

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
た
憩
い
の
広
場
や
公
園
の
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日

◇
9
月

17
日　
予
算
特
別
委
員
会

18
日　

�

総
務
常
任
委
員
会　
教
育
文
化
常

任
委
員
会

19
日　

�

健
康
福
祉
常
任
委
員
会　
産
業
建

設
常
任
委
員
会

20
、
24
日

　
　
　
決
算
特
別
委
員
会

25
日　

�

意
見
書
等
調
整
会
議　
議
会
運
営

◆
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
金
沢
支
店

◆
金
沢
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

野
々
市
駅
南
口
広
場
お
よ
び
野
々
市
北
口

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド

付
き
特
大
ス
タ
ン
ド
灰
皿
」
２
台
を
寄
付

さ
れ
た
。

議
会
活
動

　
　
　
1
０
０
０
万
円
以
上(

税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
分
入
札

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
馬
場
川
放
水

　
路
護
岸
築
造
工
事

予
定
価
格　
1
７
５
３
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
６
５
９
万
円

落
札
者　
㈱
河
合
組

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
排
水
施
設
整

　
備
工
事　
第
１
工
区

予
定
価
格　
2
０
５
８
万
円

落
札
価
格　
１
９
７
４
万
円

落
札
者　
㈱
野
々
市
工
建

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
排
水
施
設
整

　
備
工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
６
０
６
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
５
２
２
万
５
千
円

落
札
者　
み
の
り
建
設
㈱

■�
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
排
水
施
設
整

備
工
事　
第
３
工
区

予
定
価
格　
１
９
０
０
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
８
４
２
万
7
千
5
百
円

落
札
者　
㈲
コ
ウ
セ
イ

入
札
結
果

市
感
謝
状

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
擁
壁
築
造
工

　
事　
第
１
工
区

予
定
価
格　
１
９
５
３
万
円

落
札
価
格　
１
８
３
５
万
4
千
円

落
札
者　
㈱
升
方
工
務
店

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
擁
壁
築
造
工

　
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
1
２
８
１
万
円

落
札
価
格　
１
２
０
７
万
５
千
円

落
札
者　
㈱
下
川
組

■
押
野
稲
荷
線
外
舗
装
修
繕
工
事

予
定
価
格　
１
０
９
２
万
円

落
札
価
格　
１
０
１
８
万
５
千
円

落
札
者　
鹿
島
道
路
㈱

■
野
々
市
市
武
道
館
耐
震
改
修
工
事

予
定
価
格　
２
５
４
１
万
円

落
札
価
格　
２
４
５
７
万
円

落
札
者　
㈱
清
水
建
築

■
25

−

31　
第
１
号
水
源
機
械
電
気
設
備

　
工
事

予
定
価
格　
２
２
５
７
万
５
千
円

落
札
価
格　
１
９
７
０
万
８
千
５
百
円

落
札
者　
㈱
柿
本
商
会

■
準
用
河
川
十
人
川
改
修
事
業　
護
岸
改

　
修
工
事

予
定
価
格　
３
８
６
４
万
円

落
札
価
格　
３
７
８
０
万
円

落
札
者　
㈱
野
々
市
工
建

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
歩
道
函
渠
築

　
造
工
事

予
定
価
格　
１
２
７
５
万
７
千
５
百
円

落
札
価
格　
１
２
０
７
万
５
千
円

落
札
者　
㈱
堀
建
設

　市出身のサクソフォン奏者の作
田聖美さんが9月29日㈰文化会館
フォルテで凱旋コンサートを行い
ました。会場にはこの日を心待ち
にしていた市内外のファンや学生
ら500人が詰めかけ、作田さんが
奏でる多彩な音に酔いしれまし
た。
　コンサートは、高校の同級生
のピアニスト小堀香奈さんとの
クラッシックや石川フィルハー
モニックウィンズとのコラボ。ま
た、有名な音楽家の島健さんアレ

ンジ・プロデュースによる演奏も行われるなど観客からは、惜し
みない拍手が送られていました。作田さんは「地元野々市で演奏
ができ、夢がかなった。本当にうれしい」と話していました。
　また28日㈯には、市内中学校高校の吹奏楽部にワークショップ
を行い、未来の音楽家を育て、市の音楽文化を発展させていくい
い機会となりました。

作田聖美さん　凱旋コンサートが大盛況

10 月 6 日㈰ 地区運動会

【押野】　綱引き 【富奥】　80m競争

【郷】　ホールインワン 【本町】デカパンリレー

地　区 優　勝 準優勝 第３位
本町 本町５丁目、白山町(同点優勝） なし 本町６丁目
富奥 新庄1・2丁目 下林 中林・中林丸の内
郷 堀内新・三日市・三日市新 稲荷 堀内
押野 あやめ 丸木 御経塚

子ども防災教室
遊びを通して自然と防災意識を身につける

　
10
月
16
日
㈬
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

児
童
21
人
を
対
象
に
女
性
セ
ン
タ
ー
で
子

ど
も
防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
に
防
災
意
識
を
持
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
市
と
金
沢
工

業
大
学
防
災
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

「
Ｓ
ｏ
Ｒ
Ａ
（
そ
ら
）」
の
メ
ン
バ
ー
が
協

力
し
て
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
児
童
と
「
Ｓ
ｏ
Ｒ
Ａ
」
の
メ
ン
バ
ー
は

５
班
に
分
か
れ
て
防
災
ク
イ
ズ
＆
す
ご
ろ

く
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
災
害
時
の
正
し

い
避
難
の
仕
方
や
対
処
法
な
ど
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
班
内
で
相
談
。
ク
イ
ズ
に
正
解

す
る
と
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
、
サ
イ
コ
ロ
を

振
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
児
童
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｓ
ｏ
Ｒ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
渡
邉
優
さ
ん
は

「
こ
れ
を
機
会
に
子
ど
も
た
ち
に
少
し
で

も
い
い
の
で
防
災
意
識
が
芽
生
え
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

委
員
会

27
日　
定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

30
日　

�

白
山
野
々
市
広
域
事
務
組
合
議
会

臨
時
会

◇
10
月

1
日　
議
会
運
営
委
員
会

9
日　

�

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会

10
日　

�

岐
阜
県
大
野
町
議
会
行
政
視
察
来

庁

11
日　
教
育
文
化
常
任
委
員
会
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〈問い合わせ〉
地域包括支援センター（市役所１階）
☎227−6067

介
護予防シリーズ 「

認
知
症
の
父
が
、
必
要
も
な
い
の
に
高
価
な
も
の
を
買
っ
て
困
っ
て

い
る
」「
認
知
症
で
入
院
し
て
い
る
母
の
不
動
産
を
売
却
し
て
入
院
費

用
に
あ
て
た
い
」

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
の
が
、
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人
の

「
財
産
管
理
」
や
「
※
身
上
監
護
」
を
、
本
人
に
代
わ
っ
て
、
法
的
に
権

限
を
与
え
ら
え
た
後
見
人
な
ど
が
行
い
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
本
人
の
保
護
や
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
、法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か

�

※
身
上
監
護
と
は
…�

本
人
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
て
、
介
護
を

依
頼
し
た
り
、
必
要
な
契
約
の
締
結
な
ど
行
う
こ
と
で
す

申
立
て
の
流
れ
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■
申
立
て　

　
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
申
立
書
な
ど
の

書
類
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

■
審
判
手
続
き　
　

　
家
庭
裁
判
所
は
、
申
立
て
書
類
や
ご
本
人
、
申
立
人
に
面
接

す
る
な
ど
し
て
、
調
査
や
問
合
せ
を
行
い
ま
す
。
ご
本
人
の
判

断
能
力
に
つ
い
て
鑑
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

■
審
判　
　
　

　
家
庭
裁
判
所
が
成
年
後
見
人
な
ど
や
後
見
内
容
を
決
定
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
、
成
年
後
見
人
等
を
監
督
す
る
監
督
人
が
選

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

■
告
知
・
通
知　
　

　
本
人
、
申
立
人
及
び
成
年
後
見
人
等
に
選
ば
れ
た
人
に
、
審

判
の
結
果
が
告
知
ま
た
は
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

■
成
年
後
見
登
記　

　
法
務
局
に
登
記
さ
れ
ま
す
。
戸
籍
に
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

成年後見制度の種類
類　　　型 本人の判断能力 援　助　者

法定後見
後　見 全くない 成年後見人

監督人を選任する
ことがあります保　佐 特に不十分 保佐人

補　助 不十分 補助人

任意後見
本人の判断能力が不十分になったときに、本人があらかじめ結んでおいた
任意後見契約にしたがって任意後見人が本人を援助する制度です。家庭裁
判所が任意後見監督人を選任したときから、その契約の効力が生じます。

第 32 回野々市じょんからの里
マラソン大会成績表 参加者 1212 人

一般の部５キロ
順位 氏名 市町

第５部
男子
39歳
以下

1 南　　貴裕 白山市
2 下川　義博 坂井市
3 山本　勝久 野々市市
4 竹田　圭佑 白山市
5 ライト　ブレント 野々市市
6 濱本　神威 野々市市

第６部
男子
40～
59歳

1 若林　貴規 小松市
2 米谷　　誠 金沢市
3 中野　善人 金沢市
4 西村　裕之 野々市市
5 新蔵　　敏 かほく市
6 吉田　　諭 加賀市

第７部
男子
60歳
以上

1 松山　和能 津幡町
2 南　　且司 能美市
3 山下　　潔 小松市
4 紺谷　繁次 かほく市
5 下川　総一郎 金沢市
6 中村　　守 内灘町

第８部
女子
34歳
以下

1 竹下　亜衣 白山市
2 西澤　可奈子 野々市市
3 中井　　翠 野々市市
4 沖　　菜摘 白山市
5 山橋　愛梨 川北町
6 鈴木　千惠 金沢市

第９部
女子
35歳
以上

1 中田　　愛 野々市市
2 吉田　詩子 白山市
3 片山　千歳 野々市市
4 宮崎　　円 金沢市
5 田村　亜紀 野々市市
6 谷内　かつ恵 金沢市

小学生男子の部 1.9 キロ
順位 氏名 所属
1 中森　励恩 野々市ﾐﾆﾊﾞス
2 清次　駿斗 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
3 田中　聖也 野々市学童野球
4 渡部　雄太 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
5 片桐　楓太 野々市ﾐﾆﾊﾞｽ
6 鈴木　快明 館野学童野球
7 國分　真斗 野々市学童野球
8 渡部　巧巳 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
9 塚村　拓真 野々市ｼﾞｭﾆｱｻｯｶｰ
10 上本　律輝 野々市ｼﾞｭﾆｱｻｯｶｰ

小学生女子の部 1.9 キロ
順位 氏名 所属
1 高野　涼花 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
2 山岡　湖ノ波 館野ﾐﾆﾊﾞｽ
3 福井　明日花 館野ﾐﾆﾊﾞｽ
4 山本　莉子 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
5 川島　那月 野々市ﾐﾆﾊﾞｽ
6 山本　亜子 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
7 谷口　さくら ｽﾎﾟｺﾑ金沢南
8 蔵方　　響 菅原ﾐﾆﾊﾞｽ
9 中島　和子 御園ﾐﾆﾊﾞｽ
10 道中　佐季子 野々市ﾐﾆﾊﾞｽ

トリムジョギングの部 3.1 キロ
順位 氏名 所属
1 中野渡　史郎 ㈱明治北陸工場
2 禾几　悠子 北陸銀行金沢西ｲﾝﾀｰ支店
3 安田　賢次 川北陸協
4 米光　孝久
5 渡辺　忠徳 ZKM石川支部
6 北出　大智 春風ｸﾗﾌﾞ

中学生男子の部３キロ
順位 氏名 所属
1 的場　翔大 野々市陸上
2 北方　祐也 布水ﾊﾞｽｹ
3 金田　雅生 野々市ｻｯｶｰ
4 臼井　友綺 布水陸上
5 森　友康 野々市ｻｯｶｰ
6 森　柳 布水陸上
7 永田　拓海 布水ｿﾌﾄﾃﾆｽ
8 三嶋　祐太 野々市ｻｯｶｰ
9 多々見　悠人 野々市陸上
10 荻野　隼輔 布水ｿﾌﾄﾃﾆｽ

中学生女子の部３キロ
順位 氏名 所属
1 仲谷　礼菜 布水ﾊﾞｽｹ
2 佐藤　葵 布水ﾊﾞｽｹ
3 能村　寧々 布水ﾊﾞｽｹ
4 川浦　琳花 錦丘
5 川　桜 布水陸上
6 橋本　彩未 布水ﾊﾞｽｹ
7 中野　杏香 野々市ﾊﾞｽｹ
8 中内　亜弥佳 布水ﾊﾞｽｹ
9 三木　陽菜乃 布水ﾊﾞｽｹ
10 佐藤　萌 布水ﾊﾞｽｹ

一般の部 10キロ
順位 氏名 市町

第１部
男子
29歳
以下

1 中禮　翔史 小松市
2 大坪　赳志 金沢市
3 金崎　凌我 金沢市
4 竹田　匡伸 白山市
5 勝羽　芳直 野々市市
6 種池　剛志 野々市市

第２部
男子
30～
39歳

1 浜上　貴志 白山市
2 本間　貴幸 白山市
3 永下　賢太 野々市市
4 宮本　延明 能美市
5 砂田　宏和 白山市
6 中嶋　宏憲 野々市市

第３部
男子
40歳
以上

1 内田　典夫 金沢市
2 加藤　一実 金沢市
3 森田　啓一 野々市市
4 飴山　敏克 小松市
5 石原　浩一 金沢市
6 宮本　純一 野々市市

第４部
女子
共通

1 室　　瑞季 白山市
2 山下　明子 白山市
3 嶋田　有紗 福井市
4 三味　美帆子 加賀市
5 青山　佳代子 鯖江市
6 八十嶋真理子 金沢市
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Topicsトピックス

広
告
欄

　９月 20 日の『バスの日』にちなんで、北鉄バス
のふれあい体験をさせて頂きました。
　周遊バス、観光バス、高速バスなどの中を、説明
を受けながら見学しました。特に人気があったのは
高速バスで、床下の荷物収納や運転手の隠れ家のよ
うな休憩室に興味津々でした。休憩室から乗客席に
上がれるのですが、登ったり降りたりを繰り返して
いました。
　運転手の帽子を被り、「しゅっぱーつ、しんこう！」

と運転手気分を満喫して大喜び。バスに乗ったまま
洗車機に入ってもらい、「大雨やー！」「きゃー！！」
と最後の最後まで大興奮でした。将来この中から、
バスの運転手になる子もいるかもしれませんね。
　バス会社の人に、交通ルールも教えて頂きました。
日々、地域の人たちの温かい見守りやまなざしに感
謝です。今後も様々な人とのふれあいを大切にした
いと思います。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
２
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
市出身のアーティスト作田聖美さん。9 月にフォルテで凱旋公
演を行ったが、作田さんが演奏している楽器は次のうちどれ？
A　ピアノ　　　　B　トランペット
C　サックス　　　D　ユーフォニウム　

現在、押野の高
た か み む す び

皇産霊神社横は子どもの広場として開放され
ている。この場所は○○家の跡地だが。○○に入る言葉は？
A　後藤　　　B　徳川　　　C　豊臣　　　D　野村

毎年、布市神社の秋祭りに合わせ本町地区を巡行する神輿。
この神輿に多くつけられている装飾品はどれ？
A　だるま　　　　B　お札
C　花　　　　　　D　野菜

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い

吉
村 

征
也
く
ん   

富
陽
小
学
校
1
年
生

雑
貨
屋
さ
ん
に
な
り
た
い

魚
住 

　
優
さ
ん   

富
陽
小
学
校
2
年
生

ぼくは、
バスの運転手！

つばき保育園

32 18

 

 

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：進学、就職、資格取得・・・進路を選ぶ上での参考になる情報があります。２階 YA コーナーもご活用ください。

● 子ども向け ● 大人向け

母ぎつねは「おいしいものを取って
くる」と言って出たまま、帰りませ
んでした。数年後、大きくなった子
ぎつねは、初めて母の深い愛情に気
付くのです。

きつねとぶどう
坪田譲治／作
金の星社　

ドタバタと慌ただしく過ぎていく子育
ての日々も、三十一文字に表してみれ
ば、こんなにも美しく、かけがえのな
いものに・・・経験した人ならわかる「そ
うそう」がいっぱい詰まったエッセイ。

俵万智の子育て歌集　たんぽぽの日々
俵万智／著
小学館　

● 今月の展示図書
『AB 型のあなたへ』をテーマに、図
書や絵本を集め、展示します。展示
期間中は貸出できませんので、予約
をお願いします。

● 今月のおはなし会
と　き：11 月９日㈯、16 日㈯
 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
 児童図書コーナー

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
  ☎ 248-8099
  開館時間　10： 00 〜 19： 00（土日は 17： 00 まで）
  休館日　毎週月・祝日

石川県立大学へ見学に行こう！

　石川県立大学の図書・情報センターは学生だけに限らず、県
民であれば誰でも利用することができますが、まだ行ったこと
がない人が多いのでは・・・。
　また、もし災害が起きた場合、県立大学は大学付近の住民が
緊急に利用する避難所となります。そこで、図書・情報センター
の利用促進と災害が起きた場合の避難場所の確認を行うため見
学ツアーを企画しました。個人はもちろん、町内会やグループ
のご参加もお待ちしています。
実施日　平成 25年 11月 21日㈭、12月７日㈯　※都合のいい日を選んでください
集合時間と場所
　【直接行かれる人】午前９時 40分　県立大学正面に集合
　【のっティバス乗車の人】午前９時 20分　市役所正面に集合
　※バスの運賃は各自で負担ください。各集合場所には図書館職員がお待ちしています
スケジュール　（所要時間／１時間～１時間半程度）
　県立大学集合→図書・情報センター→避難場所（体育館など）→食堂でランチ（希望者のみ）→解散
　※�ランチは 11月 21 日のみ　※図書・情報センターで利用者登録手続きを希望する人は、免許証などの
身分証明書を持参してください（利用者登録ができるのは 15歳以上の人です）

問い合わせ　市立図書館　248-8099

かがやく瞳

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227−6056）
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野々市の昔話知ってるかな？
再発見！野々市の歴史まちあるき
　北国街道野々市の市に合わせて、10 月 14 日㈪に郷
土資料館では、民話の読み聞かせと劇が行われました。

「劇団 nono（のの）」が、稲荷町の民話『きつねの恩返し』
を歌と踊りを交えた劇で披露すると、約 80 人の観客
は手拍子を打つなどして、見入っていました。
　その後、参加者は、民話に出てきた文書や石が残る
照台寺と布市神社を訪れ、市職員の解説を聞きながら、
ふるさとの民話に理解を深めていました。

街道のにぎわいをイベントで再現
第３回　北国街道野々市の市
　秋晴れの 10 月 14 日㈪、本町通り（本町２、３丁目
の旧北国街道）を活性化させるイベント「北国街道野々
市の市」が開かれました。
　３年目となる今年は、野々市明倫高校や本町児童館
などが新たに運営に参加し、来場者も約 6,000 人と過
去最高の賑わいになりました。
　メーンイベントとして定着してきた野々市じょんか
ら節の踊り流しや、古民家見学など野々市の歴史・文
化を体感できる催しも行われました。

災害時の水道ライフライン
を確保
金沢市との災害時相互給水協定式
　10 月 3 日㈭、金沢市役所で市
と金沢市とが災害時における相互
給水に関する協定を結びました。
　これは、新たに布設した水道連
絡管を用いて災害発生時などに水
を相互に融通し、給水の安定性の
確保を図るためのものです。　　
　粟市長は「地域の皆さんに安全・
安心の思いを深めてもらえると思
う」と話し、山野市長は「万が一
の時は、行政区域に関係なく協力
が必要」と話し、防災時の連携を
確認し合いました。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

畳に座り、昔話を聞く。会場は懐かしい雰囲気に包まれました。

通り沿いには、ずらりと屋台や出店が並びました。

平成27年までに3カ所を整備。今年度は、扇が丘・高尾台4丁目地内を連結。

健康であるための食生活を学ぶ
男性の料理教室
　市食生活改善推進協議会主催の 30 歳以上の男性向
け料理教室が、9 月 27 日㈮に保健センターで行われ
ました。調理実習に先駆けて、生活習慣病予防のため
の食生活についての講義が行われ、料理の組み合わせ
方やアルコールの種類と糖の量などについて学習しま
した。この日のメニューは、さばの味噌煮、赤かぼちゃ
と鶏肉の米粉クリームシチュー、もやしの中華サラダ。
参加した 25 人は、「この味なかなかイケるね」などと
話しながら、美味しそうに食べていました。

世代間交流で元気な地域を目指す
お年寄りと子どものフェスティバル
　9 月 22 日㈰に、老人福祉センター椿荘周辺で市社
会福祉協議会主催のフェスティバルが行われました。
芝生周辺には模擬店や縁日コーナー、ゲームコーナー
が設けられ、約 1200 人の親子づれやお年寄りでにぎ
わいました。
　つくって♪あそぼう♪♪のコーナーでは地域のボラ
ンティアの人に教わりながら竹トンボやまつぼくり・
どんぐり細工を作成し、自分だけのオリジナル作品を
完成させていました。

秋の夜長をカメリアで楽しむ
第４回　カメリアまつり
　地域団体の活動発表や、音と光を使った遊びの場な
どが設けられたカメリアまつりが 10 月５日㈯、情報
交流館カメリアとあらみや公園などで行われました。
屋内では折り紙やデザインカプチーノを楽しんだり、
外で光のオブジェを積み上げたりと、訪れた約 1,000
人は思い思いの楽しみ方をしていました。
　また、オーケストラ・アンサンブル金沢の金管五重
奏のステージが始まると、澄んだ音色が秋風に運ばれ
て会場いっぱいに広がっていました。

地域での仲間作り、孤独感解消を促す
一人暮らし高齢者会食会
　市在住の一人暮らし高齢者を対象とした会食会が
10 月 17 日㈭に、老人福祉センター椿荘で行われまし
た。この日は、幕の内弁当と具だくさんのみそ汁、ダ
イコンの煮つけで、健康に気遣ったやさしいメニュー
が提供されました。
　会の前後には和光第二保育園 23 人による合唱や遊
戯、のっティ体操、1 円玉の会による寸劇、コールあ
いによるコーラス、野菊の会による踊りなども行われ、
会場は大いに賑わいました。

講師の人に教わりながら魚のさばき方に挑戦！

おもちゃの熱帯魚すくいに夢中の子どもたち。何匹つれたかな？

普段は静かな夜の市役所中庭が、多くの人でにぎわいました。

集まった56人は美味しい食事と会話を楽しみました。
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いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
世
界
学
生
大
会

ワ
ー
ド
部
門
は
、
出
さ
れ
た

ワ
ー
ド
の
課
題
に
対
し
、
い

か
に
正
確
か
つ
素
早
く
完
成

さ
せ
ら
れ
る
か
を
競
う
も
の

で
す
。
加
藤
さ
ん
は
、
全
国

の
べ
4
万
5
千
人
の
学
生
が

参
加
し
た
日
本
大
会
で
ワ
ー

ド
部
門
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
初
の
快
挙

で
す
。
7
月
31
日
か
ら
8
月

3
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
行
わ

れ
た
世
界
大
会
に
出
場
し
、

見
事
世
界
5
位
に
輝
き
ま
し

た
。

う
れ
し
さ
と
悔
し
さ

　

ま
さ
か
日
本
代
表
に
選
ば

れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
と
て
も
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
ま
た
世
界
大
会
初

出
場
で
5
位
！
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
た
だ
、
自
分
の
中

で
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
、
3

位
ま
で
に
入
れ
た
か
も
と
考

え
る
と
正
直
悔
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
。

独
学
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

小
さ
い
こ
ろ
、
パ
ソ
コ
ン

に
初
め
て
触
れ
た
時
楽
し
く

て
興
味
が
湧
い
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
小
中
高

と
授
業
で
学
ん
で
来
ま
し
た

が
、
好
き
な
こ
と
な
の
で
独

学
で
勉
強
を
積
み
重
ね
て
き

た
こ
と
が
今
回
の
結
果
に
繋

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

学
び
を
活
か
し
た
い

　

将
来
の
夢
は
こ
れ
か
ら

ゆ
っ
く
り
考
え
て
い
き
ま

す
。
自
分
が
勉
強
し
て
い
る

こ
と
や
取
得
し
た
資
格
を
活

か
せ
る
仕
事
に
就
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、
住
み
慣
れ
た
石
川
県

で
就
職
で
き
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

プロフィール
名前　かとう　ひろひさ
年齢　19 歳
金沢工業大学 2 年生
出身地　野々市市
野々市に住んで約 19 年
趣味　写真を撮ること
写真部に所属

加藤 大久さん
（矢作）

今月の
表紙
　市民協働のまちづくり市民会議や職
員のワーキンググループでは※ブレー
ンストーミングが行われています。撮
影用にふせんを変え、文字を書き直し
ましたが、模造紙に書かれている内容
は市民会議の場で市民から直接出され
た意見そのもので、皆さんの思いが詰
まったものになります。
　※参加者でたくさんの意見や ア
イデアを出し合い、そこから“何か”
を見つけていくための手法の一つ。

●
久
し
ぶ
り
に
地
区
運
動
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
日
焼
け
を

す
る
ぐ
ら
い
、
こ
の
季
節
に
は
珍
し
く
、
暑
い
日
で
し
た
。

30
度
ぐ
ら
い
の
気
温
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
競
技
に

参
加
し
た
人
、
競
技
準
備
に
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
人
な
ど

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
地
区
運
動
会
で
は
、
世
代
を

超
え
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
の
中
、
皆
さ
ん
奮
戦

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
け
ど
、
い
い
写
真
が
撮
れ
た

な
～
と
、
少
し
自
己
満
足
の
取
材
で
し
た
。�

（
Ｙ
・
Ｋ
）

�

●
秋
は
イ
ベ
ン
ト
ラ
ッ
シ
ュ
。
市
内
で
も
毎
週
末
あ
ち
こ
ち

で
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
私
は
、
カ
メ
リ

ア
ま
つ
り
と
北
国
街
道
野
々
市
の
市
を
取
材
し
ま
し
た
。
ど

ち
ら
も
3
～
4
年
前
に
始
ま
っ
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
い
、
野
々
市
の
秋
の

目
玉
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
お
祭
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

野
々
市
ス
タ
イ
ル
に
今
後
も
期
待
で
す
。�

（
Ｍ
・
Ｓ
）

（問題は 14 ページ）

【第 1 問】Ｃ　サックス
作田さんは、日本サクソフォン協会ジュニアサクソフォンコ
ンクール第 2 位。第 3 回ルーマニア国際音楽コンクール、管
楽器部門にて第 1 位を受賞される。

【第 2 問】Ａ　後藤
後藤家は江戸時代に加賀藩押野村の十村役（10 か村程の村
を治める長）となった家柄です。

【第 3 問】D　野菜
装飾には、大根、レンコン、タマネギ、トウガラシなどの野菜
がつけられていて、最上部には大きな鳳凰が飾られています。

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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司
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氏
　
名
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所

年
　
齢

お
く
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H25.9.14 ～ 10.15 受付分

■ 9月末現在の人口（　）は前月比
人　口 50,262 人 （＋ 51）
　男 25,610 人 （＋ 32）
　女 24,652 人 （＋ 19）
世帯数 21,920 世帯 （＋ 3）

■ 9月中の人の動き
　転　入 258 人
　転　出 252 人
　出　生 65 人
　死　亡 20 人
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　本押野で降りると高
たかみ む す び
皇産霊神社横の広

大な敷地の中に蔵を発見しました。
　どうやらここに、後藤家があったとの
こと。初代は後藤弥右衛門。富樫泰俊の
三男家俊のことで、押野村に住んで名前
を変えたそうです。1580年、織田信長
の一向一揆討伐に呼応し柴田勝家の甥の
佐久間盛政に従軍。その戦果として300
石を与えられたと伝えられています。
　２代藤右衛門は、大阪冬夏の陣で戦果
を挙げ、前田利常から初めて十村（10

か村程の村を治める長）に任じられまし
た。また、３代太兵衛は長坂用水を通し
て泉野台地を開墾し、新しい村を作りま
した。多大なる功績を讃え、長坂野神社
（金沢市）には石碑が建てられています。
　押野に住む中藪さんと町内の皆さんに
お話しを聞きました。
　「後藤家は明治、大正、昭和期には、
押野村村長を務めるなど、12代にわたっ
て地域の発展に多大な尽力をされてきた
んですよ」

本押野（北部ルート⑪）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

後藤家の跡地は現在、押野の子ども広場として開放され、敷地内には唯一、
蔵だけが残されています。蔵の外壁真ん中にはなんと富樫家の家紋が！後藤
家が富樫家の末

まつ
裔
えい
であったことが分かります。（バス停「本押野」から徒歩1分）

昔このあたり一帯は後藤家
の敷地だったと言われてい
ます。跡地は現在、子ども
の広場となっていますが、
子どもたちや地域の人が
もっと楽しく遊べるように
市と町内会とで考えていき
たいですね。

中藪　俊博さん(左下）と
押野町民の皆さん

案内人

富樫家の末裔！
後藤家の跡地の蔵

後藤太兵衛の石碑（金沢市）

近くに高
たかみむすび

皇産霊神社があります

本
押
野

のっティで巡る

ののいち探訪⑰


